
市内で開催される講座や、公共施設での学びの情報などをお知らせします。

開 ９：００～１９：００

田沼図書館

葛生図書館

佐野図書館

９：００～１８：００開

９：００～１８：００開

月曜日休 ☎２２-１８３３

☎６１-１１３６

☎８６-３４１６

火曜日休

月曜日休

  水生昆虫の採集と観察

　川に入って、カゲロウやトビケラを採集し、触ったり、

スケッチしたりするなど、観察を行います。親子で川

の生き物に触れあう講座です。

▲

日時　８月２７日 ㈰ ９：３０～１２：００

▲

会場　秋山川唐沢橋左岸

　　　　※国際クリケット場横の河川敷

▲

対象　小学生とその保護者

▲

講師　金田彰二さん（あそ学芸クラブ）

▲

定員　１０組　

▲ �

費用　１組３００円(保険料・資料代)

▲

持ち物　筆記用具、川に入れる服装、着替えなど

葛 

生

佐 

野

夏のおはなし会

　大型絵本の読み聞かせ、パネルシアター、工作などを

行います（協力：おはなし・ぽけっと）。

▲

日時　８月２６日 ㈯ １４：００～１５：３０　

▲

定員　３０人（小学生以下）※３年生以下は保護者同伴

▲

申込　８月１１日 （金・祝） ～電話または直接佐野図書館

葛生図書館・吉澤記念美術館合同企画　～あなたの推しを探そう！～

「夏休み 美術館でおはなし会」

　吉澤記念美術館で絵本の読み聞かせの後、美術館

学芸員による作品の解説や鑑賞を行います。

▲

日時　８月１２日 ㈯ １０：３０～１１：３０ 

▲

対象　小学生とその保護者１人　

▲

定員　１０組

▲

申込　電話または直接葛生図書館

楽習講師企画講座

申込方法
事前に、電話またはメールで生涯学習課にお申

し込みください。

☎２０-３１０９

Ｍａｉｌ　s-gakusyu@city.sano.lg.jp

　お花のブローチ作り

　木粉粘土でお花のブローチを作りましょう。マグネッ

トやバッグチャームに変更できます。

▲

日時　９月１１日 ㈪ １３：３０～１５：３０

▲

会場　城北地区公民館（工芸室）

▲

対象　どなたでも　

▲

講師　安士慶子さん

▲

定員　１５人　

▲ �

費用　３００円
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点字を読んでみよう！

　点字の読み方を案内するコーナーや点字に関する本を

集めて展示します（協力：佐野点訳サークルこばと会）。

▲

期間　８月２９日 ㈫ まで

食育講座「耳うどん作り」

　家族で楽しく佐野市の郷土料理「耳うどん」を作ってみよう！

▲

日時　８月２２日 ㈫ ９：３０～１３：３０

▲

会場　田沼中央公民館

▲

対象　親子または祖父母と孫

▲

講師　佐野市生活研究グループ協議会会員

▲

定員　２０人

▲ �
費用　３００円（材料費など）

▲
持ち物　エプロン、頭覆い、布巾

■

申込　８月１５日 ㈫ までに電話にて農政課 ☎２０-３０４３
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入館料料開 開館時間 休 休館日

　栃木県無形民俗文化財に指定されている牧歌舞伎

を取り上げ、地域に伝わる文化財を紹介します。

▲

会期　９月２４日 ㈰ まで

牧歌舞伎展

　ペルム紀に繁栄した、私たちほ乳類の祖

先を含むグループの単弓類の中でも一番有

名なのがディメトロドンです。

　帆竜という和名で知られ、名前のとおり、

帆があるのが特徴です。

　この帆は太陽の

光で身体を温め、

いち早く活動でき

るように使われた

と考えられていま

す。

「ペルム紀という時代」展開催中！ヒーローズ＆ヒロインズ（前期）

葛生化石館
９：００～１７：００開

無料 ☎８６-３３３２料

休 毎週月曜日

郷土博物館
毎週月曜日休

無料 ☎２２-５１１１料

開 ９：００～１７：００

田村耕一陶芸館人間
国宝 無料 ☎２２-０３１１料

開 ９：００～１７：００

　物語や歴史の「主人公」はどのように表現されて

きたか？　小堀鞆
と も と

音（佐野市出身）の日本画や工芸

作品などで探ります。

▲

会期　

　［前期］８月２０日 ㈰ まで

　［後期］８月２６日 ㈯ から

▲

休館情報

　�８月２１日 ㈪ ～２５日 ㈮ は、

展示替えのため休館

　森鷗村は旧藤岡町出身の明

治時代の教育者です。

　鷗村撰文の石碑が佐野をは

じめ栃木県南に残されていま

す。

　その拓本を中心に紹介しま

す。

▲

会期　８月２７日 ㈰ まで

埋もれた教育者　森鷗村撰
せんぶん

文の石碑

葛生伝承館
毎週月曜日休

無料 ☎８４-３３１１料

開 ９：００～１７：００

　

今展では、想像の手で

触るつもりで、眼で器を

なでるつもりで、作品の

質感や形をじっくり眺め

ることをご提案します。

　幅広い年代の皆さまに、

田村耕一作品の奥深さ・魅力を楽しく実感していた

だくため、工夫を凝らした展示になっています。

▲

会期　１０月２９日 ㈰ まで

吉澤記念美術館 一般５２０円ほか ☎８６-２００８

開 ９：３０～１７：００

料

毎週月曜日休

目でさわる、田村耕一の陶芸

牧
歌
舞
伎
と
は

　

牧
地
区
に
伝
わ
っ
た
「
牧
歌
舞
伎
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
る
地
芝
居
で
す
。
昭
和
35
年
に
栃
木
県
重
要
無
形
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
（
昭
和
52
年
に
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
変
更
）。

　

江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
の
歌
舞
伎
役
者
・
関
三
十
郎
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
牧
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
る
公
演

活
動
が
行
わ
れ
、
郷
土
の
伝
統
芸
能
の
継
承
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。▲令和５年２月１２日 ㈰ 開催の第１４回牧歌舞伎定期公演

山本茜《源氏物語シリーズ第四十帖「御法」》▲


